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Ⅰ はじめに  
厚 生 労 働 省 （ 厚 労 省 ） で は 、 労 働 者 に 発 症 し た 「 上 肢 作 業 に 基 づ く 疾 病

の 業 務 上 外 の 認 定 基 準 」 の 要 件 に つ い て 、 以 下 の ３ つ の 要 件 す べ て を 満 た

す 必 要 が あ る と し て い る 。 ① 上 肢 （ 後 頭 部 、 頸 部 、 肩 甲 帯 、 上 腕 、 手 、 指 ） に

負 担 の か か る 作 業 を 主 と す る 過 重 な 業 務 に 相 当 期 間 従 事 し た 後 に 発 症 し た

も の で あ る こ と 、 ② 発 症 前 に 過 重 な 業 務 に 就 労 し た こ と 、 ③ 過 重 な 業 務 へ の

就 労 と 発 症 ま で の 経 過 が 医 学 上 妥 当 な も の と 認 め ら れ る こ と の ３ つ で あ る  

（ 図 １ ） 。  

 

図 １  上 肢 障 害 の 労 災 認 定 の 要 件  

 

し か し 、 こ れ ら の 要 件 の 中 で の 「 過 重 な 業 務 」 、 「 相 当 期 間 」 の 定 義 に つ い

て 厚 労 省 は 一 定 の ガ イ ド ラ イ ン を 示 し て い る 。 「 過 重 な 業 務 に 就 労 し た 」 と は 、

発 症 直 前 ３ か 月 前 に 、 上 肢 に 負 担 の 掛 か る 作 業 を 行 っ た 場 合 と し て い る が 、

一 方 、 業 務 量 の み な ら ず 、 １ ． 長 時 間 作 業 、 連 続 作 業 、 ２ ． 過 度 の 緊 張 、 ３ ．

他 律 的 か つ 過 度 な 作 業 ス ペ ー ス 、 ４ ． 不 適 切 な 作 業 環 境 、 ５ ． 過 大 な 重 量

負 荷 、 力 の 発 揮 な ど も ま た 考 慮 す る と し て お り 、 個 々 の 症 例 に お い て 基 準 は

極 め て 曖 昧 と 云 わ ざ る を 得 な い 。 ま た 、 「 相 当 期 間 」 と は 、 原 則 と し て 「 ６ か 月

程 度 以 上 」 従 事 し た 場 合 と し て い る が 、 こ の 期 間 に つ い て も 細 か く 作 業 量 と の

兼 ね 合 い で 規 定 し て い る 。 個 々 の 患 者 （ 症 例 ） に お い て 感 受 性

（ s u s c e p t i b i l i t y あ る い は s e n s i t i v i t y ） が 異 な る の で 一 律 に 決 め る こ と は 極 め て

難 し い の が 現 状 で あ る 。  
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ま た 、 上 肢 障 害 の 特 徴 は 、 １ . 過 重 な 業 務 に よ り 発 症 す る 、 ２ ． 腕 や 手 を 過

度 に 使 用 す る 機 会 は 、 家 事 や 育 児 、 ス ポ ー ツ な ど 日 常 生 活 の 中 に も あ る の で 、

こ れ ら に よ り 発 症 す る 、 ３ ． 同 様 の 状 態 は 加 齢 に よ っ て も 生 じ る 等 で あ る  

（ 図 ２ ） 。  

 

図 ２  上 肢 障 害 の 特 徴  

 

こ の よ う に 上 肢 障 害 の 代 表 的 な も の の 多 く は 加 齢 に よ っ て も 生 じ る こ と が よ く

知 ら れ て お り 、 上 肢 障 害 が 過 重 な 労 働 に よ り 発 症 し た も の か 、 あ る い は 加 齢 に

よ り 発 症 し た も の で あ る か の 判 断 は 極 め て 困 難 で あ る こ と が 少 な く な い 。 本 研

究 で 取 り 扱 う 疾 患 で あ る 「 手 根 管 症 候 群 」 は 閉 経 後 の 女 性 、 手 を よ く 使 う 労

働 者 、 透 析 患 者 、 手 関 節 外 傷 後 患 者 な ど に 好 発 し 、 手 関 節 掌 側 部 で 何 ら

か の 原 因 （ 主 に 横 手 根 靱 帯 に よ る ） に よ り 正 中 神 経 が 圧 排 さ れ 、 手 指 橈 側

（ 母 指 、 示 指 、 中 指 、 環 指 橈 側 ） の 痺 れ や 夜 間 痛 に 加 え て 、 母 指 球 筋 の 麻

痺 に よ る 巧 緻 運 動 障 害 を 主 訴 と す る 疾 患 で あ る 。 1 ） 特 に 中 高 年 の 女 性 労 働

者 に 発 症 し た 手 根 管 症 候 群 患 者 の 病 因 が 業 務 に よ っ て 発 生 し た も の か 、 加

齢 に よ っ て 発 生 し た も の （ い わ ゆ る 特 発 性 と い わ れ て い る も の ） か の 判 断 は 極 め

て 困 難 で あ る 。  

本 研 究 の タ ー ゲ ッ ト 疾 患 と し て 手 根 管 症 候 群 を 選 択 し た 理 由 は 以 下 の と

お り で あ る 。  

１ ． 最 近 の 労 働 環 境 の 変 化 、 つ ま り 重 労 働 よ り も パ ソ コ ン な ど の 繊 細 な 手  

作 業 を 要 す る 作 業 が 多 く な っ て お り 、 上 肢 の 作 業 関 連 疾 患 は 多 く な っ て

い る の で は と 予 想 さ れ る 。  

２ ． 上 肢 障 害 を 来 す 疾 患 の う ち 、 最 も 発 生 数 が 多 い 。  

３ ． 診 断 が 比 較 的 容 易 で 明 確 で あ る 。  
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Ⅱ 目 的  
前 記 の と お り 、 手 根 管 症 候 群 患 者 が 業 務 に よ っ て 発 症 し た も の か 、 加 齢 に

よ っ て 発 症 し た も の （ い わ ゆ る 特 発 性 と い わ れ て い る も の ） か を 鑑 別 す べ き 要 件

を 明 ら か に す る こ と は 、 本 疾 病 を 来 た す 業 務 に 従 事 す る 労 働 者 に 対 す る 予 防

と い う 観 点 か ら 重 要 で あ る 。 ま た 、 手 根 管 症 候 群 は 閉 経 後 の 女 性 に 好 発 す る

こ と は よ く 知 ら れ て い る が 、 他 に こ れ ら の 年 齢 層 の 女 性 に 加 え て パ ソ コ ン な ど の

操 作 や 手 を よ く 使 う 作 業 な ど を 繰 り 返 し 、 か つ 長 期 間 に わ た り 行 う 労 働 者 な ど

に も 発 症 す る 事 が 知 ら れ て い る 。 こ れ ら の 患 者 に 発 生 し た 手 根 管 症 候 群 に つ

い て も 同 様 に 、 病 因 を 鑑 別 す べ き 要 件 を 明 ら か に す る 必 要 が あ る 。 ま た 、 手 根

管 症 候 群 に お け る 労 災 患 者 と 非 労 災 患 者 間 の 成 績 の 差 に つ い て 検 討 す る

こ と も 研 究 目 的 の 重 要 な 一 つ と 考 え て い る （ 図 ３ ） 。  

 

図 ３  研 究 目 的 （ １ ）  

 

 今 回 は 比 較 的 、 当 該 疾 患 の 症 例 数 が 多 い ５ つ の 病 院 を 選 定 し 、 そ れ ら の

病 院 を 受 診 し た 手 根 管 症 候 群 患 者 の 発 症 要 因 【 例 え ば 年 齢 、 性 、 １ 日 の

仕 事 量 、 職 種 （ 具 体 的 な 作 業 内 容 ） 、 経 験 年 数 な ど 】 に つ い て 分 析 し 、 手 根

管 症 候 群 の 発 症 要 因 を 探 る こ と を 目 的 と す る 。 ５ つ の 病 院 を 選 定 し た 理 由 は 、

労 災 病 院 で ２ 年 間 に 約 １ ５ ０ 例 の 手 根 管 症 候 群 の 手 術 を 行 っ て い る 、 手 外

科 専 門 医 が 常 駐 し て い る 、 作 業 療 法 士 （ H a n d  t h e r a p i s t ） が 充 実 し て い る な

ど で あ る 。  

 副 次 的 に 得 ら れ る 情 報 と し て 、 手 術 術 式 別 （ 開 放 的 手 根 管 開 放 術 あ る い

は 内 視 鏡 的 手 根 管 開 放 術 ） の 術 後 成 績 な ど の 違 い の 調 査 も 目 的 と し て い る 。

2 , 3 ）  

 ま た 、 手 根 管 症 候 群 に お い て 、 術 前 の 電 気 生 理 学 的 重 症 度 と 術 後 の 症
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状 改 善 の 関 連 に つ き 、 多 施 設 前 向 き 検 討 を 行 い 、 手 術 の 有 用 性 を 知 る こ と

が で き る と 期 待 さ れ る 。  

 こ れ ら の 結 果 に よ り 、 以 下 の 事 実 が 明 ら か に な る こ と が 期 待 さ れ る 。  

１ ） 労 働 者 に 発 症 し た 手 根 管 症 候 群 の 職 歴 ・ 職 種 ・ 経 験 年 数 ・ 手 の 肢 位 な  

ど を 分 析 す る こ と に よ り 得 ら れ た 知 見 の 蓄 積 が 可 能 と な る 。  

２ ） 労 災 認 定 手 根 管 症 候 群 患 者 と 非 労 災 患 者 の 病 態 や 職 歴 を 比 較 す る こ  

と に よ り 発 症 に 至 る 作 業 内 容 等 の 危 険 性 を 知 る こ と が で き 、 ひ い て は 発 症 予  

防 に 寄 与 す る こ と が で き る 。  

３ ） 手 根 管 症 候 群 に 対 し て 行 っ た 手 術 法 の 相 違 に よ る 術 後 成 績 の 比 較 が 可  

能 と な る 。  

４ ） 手 根 管 症 候 群 術 後 成 績 の 分 析 が 可 能 と な る 。 特 に 症 状 や 所 見 と し て 、 い  

つ 頃 、 ど の 位 、 回 復 （ 改 善 ） す る か が 明 ら か に な る 。  

５ ） 術 後 成 績 に つ い て 評 価 し 、 手 根 管 症 候 群 の 治 療 に お け る 適 切 な 術 式 、  

必 要 な 経 過 観 察 、 期 間 、 病 勢 を 適 確 に 反 映 す る 評 価 項 目 や 予 後 を 規 定  

す る 因 子 な ど の 情 報 を 明 ら か に す る こ と （ 図 ４ ） 。  

 
図 ４  研 究 目 的 （ ２ ）  
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Ⅲ 方 法  
 本 研 究 を 行 う に あ た り 、 独 自 の 「 手 根 管 症 候 群 調 査 票 」 （ 図 ５ ） を 作 製 し た 。

手 根 管 症 候 群 に 関 す る 所 見 、 現 症 （ ２ 点 識 別 能 検 査 、 S e m m e s - We i n s t e i n

検 査 な ど ） に 加 え 、 職 歴 に つ い て の 記 入 を 求 め て い る 点 が 特 徴 的 で あ り 、 作

業 環 境 ・ 勤 務 期 間 と の 関 連 に つ い て 検 討 す る こ と が 可 能 と な る 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ５  手 根 管 症 候 群 調 査 表  

 

 

 

Semmeｓ-Weinstein検査

Tinel兆候 ： 有 ・ 無 有 ・ 無

Phalen test ： 陽性 ・ 陰性 陽性 ・ 陰性

逆Phalen test ： 陽性 ・ 陰性 陽性 ・ 陰性

手関節圧迫試験 ： 陽性 ・ 陰性 陽性 ・ 陰性

母指球筋の萎縮 ： 無   軽度   中等度   高度 無   軽度   中等度   高度

9. 神経伝導検査
運動神経遠位潜時 ： 右 msec 左 msec
（手関節刺激-APB導出）

SCV ： (順行性・逆行性） 右 m/sec 左 m/sec
（示指または中指-手関節）

10. 手術日 ： 右 平成 年 月 日 左 平成 年 月 日

11. 手術内容 ： 右 OCTR ・ ETCR(one portal 、 two portal)

左 OCTR ・ ETCR(one portal 、 two portal)

所見

12. 合併手術 ： 対立機能再建術 、 （ ） 、 その他

13 経過観察期間 ： ｶ月 (3ｶ月、6ｶ月、1年）

記載者

右 左

左 手 右 手

1. 患者名 2. ID 3. 年齢 歳

4. 男性 ・ 女性 左右別：  右　 ・ 　左 ・ 両側 、 利き手 （  右　 ・ 　左 ）

5. 現在の職業 労働者： 職種（具体的）

主　婦　　 、 妊  娠　 有 ・ 無 、 透  析　 有（　　　　　年） ・  無

6. 発症時期 右 年 ｶ月前 左 年 ｶ月前

7. 大まかな職歴

年 月 ：

年 月 ：

年 月 ：

年 月 ：

年 月 ：

年 月 ：

特記事項 ：

8. 現　症

右 痺れ： 有　・　無 、 夜間痛： 有　・　無 、 巧緻障害： 有　・　無

左 痺れ： 有　・　無 、 夜間痛： 有　・　無 、 巧緻障害： 有　・　無

2PD検査（㎜）

手根管症候群調査票（　　　　　　　　　　　　　　　　　病院）[術前・術後・　　　ｶ月]

左 手 右 手
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ま た 、 日 本 手 外 科 学 会 認 定 の Q u i c k  DA S H に よ り A D L に つ い て 患 者 立

脚 型 の 評 価 を 行 う こ と と し て い る （ 図 ６ － １ ～ ３ ） 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ６ － １  Q u i c k  DA S H  
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図 ６ － ２  Q u i c k  DA S H    
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図 ６ － ３  Q u i c k  DA S H   
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平 成 ２ ６ 年 ４ 月 か ら 平 成 ２ ９ 年 ３ 月 ま で に 、 労 災 病 院 を 中 心 と し た 比 較 的 、

当 該 疾 患 の 症 例 数 が 多 い ５ 施 設 （ 北 海 道 せ き 損 セ ン タ ー 、 釧 路 労 災 病 院 、

横 浜 労 災 病 院 、 北 海 道 大 学 病 院 、 信 州 大 学 附 属 病 院 、 北 斗 病 院 ） を 受

診 し た 手 根 管 症 候 群 症 例 に つ い て 前 向 き （ p r o s p e c t i v e ） 研 究 と し て 独 自 に

作 製 し た 「 手 根 管 症 候 群 調 査 票 」 お よ び 「 Q u i c k  DA S H 」 、 更 に 神 経 伝 導 速

度 検 査 （ 正 中 神 経 の 終 末 潜 時 ） を 術 前 、 術 後 ６ か 月 、 術 後 １ 年 の ３ 回 に わ た

り 評 価 し 、 そ れ ら の デ ー タ を 解 析 し た （ 図 ７ ） 。  

 

図 ７  前 向 き 研 究  

 

ま た 、 手 根 管 症 候 群 と 作 業 環 境 や 作 業 内 容 と の 関 連 に つ い て も 分 析 し 、

労 災 患 者 と 非 労 災 患 者 間 の 成 績 の 差 や 手 術 法 に よ る 成 績 の 差 、 手 術 後 の

症 状 回 復 状 況 の 推 移 な ど に つ い て 分 析 し た 。 し か し 、 労 災 認 定 の 患 者 数 が

少 な い こ と が 予 想 さ れ る こ と か ら 、 過 去 に 労 災 認 定 さ れ た 手 根 管 症 候 群 例 の

特 徴 お よ び p r o s p e c t i v e 研 究 と し て 手 根 管 症 候 群 の 術 後 成 績 を ど の よ う に

評 価 す べ き か に つ い て も 分 析 し た 。  

本 研 究 計 画 が 労 動 者 健 康 安 全 機 構 に よ り 正 式 に 承 認 さ れ 、 そ の 後 、 各

施 設 に お け る 倫 理 委 員 会 の 審 査 に よ り 研 究 計 画 （ Ｉ Ｃ 取 得 を 含 む 。 ） 実 施 が

開 始 さ れ た 。 研 究 開 始 時 期 は 平 成 ２ ６ 年 １ １ 月 で あ っ た 。  

 

 

Ⅳ 対 象  
 北 海 道 せ き 損 セ ン タ ー （ 主 任 研 究 者 の 所 属 機 関 ） で は 先 行 研 究 を 行 っ て

い た が 、 ５ 施 設 合 わ せ て 、 本 研 究 に エ ン ト リ ー さ れ て い る 症 例 は 平 成 ２ ９ 年 ３ 月

の 時 点 で 合 計 １ ６ １ 例 １ ９ ３ 手 で あ る 。 性 別 は 男 性 ３ ５ 例 ４ ２ 手 に 対 し 、 女 性 が

１ ２ ６ 例 １ ５ １ 手 と 女 性 に 多 く 、 平 均 年 齢 は ６ ８ ． ０ 歳 で あ っ た 。 患 側 は 右 ９ ２ 手
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に 対 し 、 左 １ ０ １ 手 と 左 右 差 は な く 、 罹 病 期 間 は 最 短 １ か 月 か ら 最 長 ５ ０ 年 、

平 均 ３ 年 ９ か 月 で あ っ た 。 こ れ ら の う ち 、 ８ ７ 例 １ ０ ５ 手 は 術 後 １ 年 の 最 終 経 過

観 察 ま で 可 能 で あ り 、 こ れ ら を 含 め 術 後 ６ か 月 経 過 観 察 が 可 能 で あ っ た 症 例

は １ １ ５ 例 １ ３ ８ 手 で あ っ た 。 術 式 は 開 放 的 手 根 管 開 放 術 （ O C T R ） が １ ２ ０ 手 、

鏡 視 下 手 根 管 開 放 術 （ E T C R ） １ ８ 手 で あ っ た 。 こ れ ら の う ち 現 在 ま で １ 例 １ 手

が 労 災 認 定 さ れ て い る 。 ４ 例 ４ 手 （ ２ 例 ２ 手 は 両 側 罹 患 例 で あ る が 、 そ の う ち の

一 方 ） は 労 災 の 認 定 要 件 を ほ ぼ 満 た し て い た が 、 患 者 本 人 が 労 災 認 定 を 希

望 し な か っ た た め 、 労 災 認 定 と は な っ て い な い 。 今 回 、 当 該 期 間 に 労 災 認 定

さ れ た 症 例 が あ ま り に も 少 な い の で 、 こ れ ら ４ 例 の 患 者 も 労 災 認 定 さ れ た １ 例

に 加 え て 分 析 す る こ と と し た 。 ま た 、 労 災 に 認 定 さ れ た 患 者 の 特 徴 を 検 討 す る

目 的 で 平 成 ２ ２ 年 か ら 平 成 ２ ７ 年 ま で に 全 国 労 災 病 院 で 労 災 に 認 定 さ れ た

手 根 管 症 候 群 例 １ ３ 例 に つ い て も 資 料 を 集 め 、 分 析 す る こ と と し た （ 図 ８ － １

～ ２ ） 。  

 
図 ８ － １  対 象 患 者  

 
図 ８ － ２  手 術 介 入  
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 業 種 に よ る 分 類 と し て 、 厚 生 労 働 省 の 「 労 災 保 険 適 用 事 業 細 目 表 」 を 参

考 に 主 婦 業 を 加 え て 分 類 し た と こ ろ 、 以 下 （ 図 ９ ） の よ う に な っ た 。  

 

 

図 ９  業 種 に よ る 分 類  

 

 

Ⅴ 結 果  
今 ま で に 得 ら れ た 研 究 結 果 を ま と め る と 、 以 下 の と お り で あ る 。  

１ ． 予 想 さ れ た こ と で あ る が 、 エ ン ト リ ー さ れ た 手 根 管 症 候 群 症 例 の 大 部 分 は  

す で に か な り 前 に 退 職 さ れ た 女 性 及 び 主 婦 を 含 め た 無 職 の 女 性 で あ り 、 明  

ら か な 労 災 認 定 の た め の ３ 要 件 に 該 当 す る 症 例 は 極 め て 少 な か っ た 。  

２ ． 当 該 期 間 に ５ 施 設 を 受 診 し 、 手 術 を 行 っ た 症 例 中 、 １ 例 （ ５ ５ 歳 ・ 女 性 ・  

飲 食 店 パ ー ト 、 勤 務 期 間 ２ ６ か 月 ） の み 労 災 に 認 定 さ れ て お り 、 労 災 病 院 グ  

ル ー プ に お け る 労 災 認 定 率 か ら し て 妥 当 な も の と 考 え ら れ た 。  

３ ． ４ 例 （ ５ ３ 歳 ・ 女 性 ・ 銀 行 窓 口 業 務 員 、 ５ ７ 歳 ・ 女 性 ・ 養 護 学 校 教 員 、 ３ ６  

歳 ・ 男 性 ・ 葬 祭 業 、 ５ ６ 歳 ・ 女 性 ・ 調 理 員 ） に つ い て も 作 業 関 連 の 関 与 が 強  

く 疑 わ れ た 症 例 で あ っ た が 、 労 災 認 定 は さ れ て い な い 。  

４ ． 術 前 、 術 後 ６ か 月 、 術 後 １ 年 全 て の タ イ ミ ン グ で デ ー タ 収 集 可 能 で あ っ た  

症 例 数 は 、 そ れ ぞ れ Q u i c k  DA S H ： ８ ６ 手 、 ２ 点 識 別 能 （ ２ － P D ） 検 査 ： ８ ９  

手 、 短 母 指 外 転 筋 の 遠 位 潜 時 ： ５ ５ 手 で あ っ た 。 そ れ ぞ れ の 値 の 推 移 を 次  

に 示 す 。  
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Q u i c k  DA S H ： 術 前 3 4 . 1 ± 2 . 3 4 、 術 後 ６ か 月 1 7 . 1 ± 1 . 7 5 、 術 後 １ 年 1 5 . 3 ±

1 . 9 2 ( p o i n t ) （ 図 １ ０ ）  

 

 

図 １ ０  A D L 評 価 ( Q u i c k  DA S H )  

 

２ 点 識 別 能 （ ２ － P D ） ： 術 前 8 . 7 1 ± 0 . 4 6 、 術 後 ６ か 月 6 . 2 1 ± 0 . 3 4 、 術 後 １ 年

6 . 1 0 ± 0 . 3 2 ( m m ) （ 図 １ １ ）  

 

図 １ １  ２ P D 検 査  
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遠 位 潜 時 ： 術 前 7 . 3 7 ± 0 . 3 9 、 術 後 ６ か 月 5 . 2 4 ± 0 . 2 2 、 術 後 １ 年 5 . 2 3 ±

0 . 2 4 ( m s e c )  

 い ず れ の デ ー タ に お い て も 、 術 前 か ら 術 後 ６ か 月 に か け て 有 意 な 値 の 改 善 を  

示 し 、 術 後 ６ か 月 か ら 術 後 １ 年 に か け て は わ ず か な 改 善 を 認 め た も の の 、 有  

意 差 は な か っ た 。  

 

図 １ ２  A b d P B 遠 位 潜 時  

 

５ ． ま た 、 術 前 の 遠 位 潜 時 の 値 が 8 . 0 m s e c 以 上 も し く は 計 測 不 能 で あ っ た 群  

を 重 症 群 （ ９ ３ 手 ） 、 そ れ 未 満 の 遠 位 潜 時 の 値 を 示 し た 群 を 軽 症 群 （ ９ ２ 手 ）  

に 分 け て 、 ６ か 月 後 の Q u i c k  DA S H 、 ２ 点 識 別 能 （ ２ － P D ） の 術 前 、 術 後 ６ か  

月 、 術 後 １ 年 の 計 測 値 を 重 症 群 ・ 軽 症 群 に 分 け て 示 す と 以 下 （ 図 １ ３ ） の よ  

う に な っ た 。  

 

図 １ ３  遠 位 潜 時 値 で の 群 分 け  
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結 論 と し て は 術 前 重 症 群 お よ び 軽 症 群 の 両 群 に お い て 術 前 と 比 べ て 術 後

６ か 月 で は 有 意 差 を も っ て 改 善 し た が 、 術 後 ６ か 月 か ら １ 年 で は 改 善 に 有 意

差 は な か っ た （ 図 １ ４ － １ ～ ２ ） 。  

 
図 １ ４ － １  遠 位 潜 時 の 分 類 で の 成 績 比 較 （ Q u i c k  DA S H )  

 

 

図 １ ４ － ２  遠 位 潜 時 の 分 類 で の 成 績 比 較 （ ２ P D ）  
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遠 位 潜 時 値 と Q u i c k  DA S H お よ び ２ 点 識 別 能 （ ２ － P D ） と の 相 関 を 見 る と 以

下 （ 図 １ ５ ） の よ う に な り 、 ２ 点 識 別 能 （ ２ － P D ） に お い て の み 、 遠 位 潜 時 と 相

関 数 ｒ ＝ 0 . 3 5 6 と 弱 い 正 の 相 関 を 認 め た 。  

 

図 １ ５  遠 位 潜 時 値 と の 相 関 に つ い て  

 

６ ． 全 労 災 病 院 で 労 災 認 定 さ れ た 手 根 管 症 候 群 患 者 （ １ ３ 名 ） に つ い て の 分  

析 で は 私 達 の 今 回 エ ン ト リ ー さ れ た 手 根 管 症 候 群 患 者 群 と 比 較 し て ① 若 い  

年 齢 層 に 発 症 し て い る 、 ② 男 女 比 が 同 等 で あ り 、 男 性 に 多 く 発 症 し て い る 、  

③ 勤 務 年 数 に つ い て は 一 定 の 傾 向 は 得 ら れ な か っ た 等 の 所 見 が 得 ら れ た  

（ 図 １ ６ ） 。  

 

図 １ ６  全 国 労 災 病 院 に お け る 手 根 管 症 候 群 の 労 災 認 定 例  
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７ ． 私 達 の 症 例 で の 労 災 認 定 ・ 職 業 関 連 と 思 わ れ る 症 例 （ ５ 例 ） を 検 討 し た  

（ 図 １ ７ ） 。  

 

図 １ ７  私 達 の 症 例 で の 労 災 認 定 ・ 職 業 関 連 と 思 わ れ る 症 例  

 

こ れ ら の 術 後 Q u i c k  DA S H の 推 移 か ら は 明 ら か な 傾 向 は み ら れ な か っ た  

（ 図 １ ８ ） 。  

 

 

図 １ ８  術 後 Q u i c k  DA S H の 推 移  
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労 災 認 定 症 例 と 本 研 究 の 症 例 群 と の 比 較 で は 、 年 齢 が 若 い 男 性 で あ る 特

徴 が あ っ た （ 図 １ ９ ） 。  

 
図 １ ９  労 災 認 定 症 例 と 本 研 究 の 症 例 群 と の 比 較  

 

職 業 別 ・ 就 業 か ら 発 症 ま で の 経 過 期 間 を 女 性 に 限 っ て み る と 以 下 （ 図 ２ ０ ）

の よ う に な り 、 女 性 患 者 に 詳 細 な 職 歴 を 聴 取 す る こ と で 、 職 業 と 関 連 す る 手

根 管 症 候 群 を 多 く 発 見 で き る 可 能 性 が 考 え ら れ た 。  

 

図 ２ ０  業 種 別 ・ 就 業 か ら 発 症 ま で の 経 過 期 間 （ 女 性 ）  
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Ⅵ 考 察  
手 根 管 症 候 群 と 作 業 関 連 疾 患 と の 関 係 に 関 す る 研 究 は 、 本 邦 で は 症 例

報 告 が 散 見 さ れ る 程 度 で ほ と ん ど な さ れ て い な い の が 現 状 で あ る 。 一 方 、 国

外 で は こ れ ら に 関 し て い く つ か の 報 告 が あ る 。 4 - 1 3 ） 代 表 的 な も の と し て は 手 根

管 症 候 群 と コ ン ピ ュ ー タ ー 作 業 に 関 す る ６ つ の 報 告 の メ タ 解 析 を 行 っ た 論 文

（ M e d i o u n i  Z ,  e t  a l .  I s  c a r p a l  t u n n e l  s y n d r o m e  r e l a t e d  t o  c o m p u t e r  

e x p o s u r e  a t  w o r k ?  A  r e v i e w  a n d  m e t a - a n a l y s i s .  J  O c c u p  E n v i r o n  M e d .  

2 0 1 4  , 5 6 :  2 0 4 - 8 )  が あ る 。 1 0 ） そ れ に よ る と 、 い く つ か の 特 殊 な 作 業 環 境 を 除

け ば コ ン ピ ュ ー タ ー 使 用 と 手 根 管 症 候 群 と の 間 に 関 連 は な か っ た と し て い る 。

一 方 、 別 の 研 究 で は 手 根 管 症 候 群 患 者 は 繰 り 返 し の 運 動 、 静 的 あ る い は

動 的 な 力 な ど が 関 連 す る 要 因 と し て 優 位 性 を 有 し て い る と の 報 告 が な さ れ て

い る 。  

こ の よ う に 手 根 管 症 候 群 は 作 業 関 連 疾 患 と し て 存 在 す る こ と は 疑 わ れ る が 、

ま だ 明 ら か で は な く 、 ま た 、 ど の よ う な 種 類 の 作 業 を 、 ど の よ う な 肢 位 で 、 ど の よ

う な 作 業 環 境 で 、 ど の よ う な 作 業 時 間 を 、 ど の よ う な 年 齢 の 労 働 者 で 、 性 別 は

な ど 、 ま だ ま だ 解 決 す べ き 多 く の 問 題 が あ る こ と が 明 ら か で あ る 。  

本 研 究 は 、 労 災 病 院 に お い て 労 災 病 院 独 自 の ネ ッ ト ワ ー ク を 通 じ て 非 常

に い ろ い ろ な 疾 患 ・ 疾 病 の 蓄 積 が 整 然 と な さ れ て い る こ と 、 ま た 患 者 あ る い は

事 業 所 担 当 者 が 労 災 認 定 を 考 え た 場 合 、 多 く は 労 災 病 院 を 受 診 し て い る

可 能 性 が 高 い こ と な ど か ら 、 同 一 疾 患 の 大 き な 集 団 を 分 析 す る こ と が 可 能 と

な る と 考 え る 。 ま た 、 重 労 働 よ り も パ ソ コ ン な ど の 繊 細 な 手 作 業 を 要 す る 作 業

が 多 く な っ て き て い る と い う 最 近 の 労 働 環 境 の 変 化 に よ り 上 肢 に 発 生 す る 作

業 関 連 疾 患 は 多 く な っ て い る こ と が 予 想 さ れ る 。 従 っ て 、 対 象 疾 患 と し て 手 根

管 症 候 群 を 選 択 し た こ と は 極 め て 重 要 で あ る と 考 え て い る 。  

従 来 の 手 根 管 症 候 群 に 関 す る 研 究 は そ の 発 症 原 因 よ り も 治 療 方 法 に 力

点 が 置 か れ て い る 傾 向 に あ っ た が 、 今 回 の 研 究 で は 、 多 く の マ ス の 中 で 新 た

に 独 自 に 開 発 し た 作 業 関 連 ・ 職 業 経 歴 な ど を 含 め た 調 査 票 、 Q u i c k  DA S H

な ど の 詳 細 な 分 析 に よ り 、 作 業 関 連 に よ り 発 生 し た と 考 え ら れ る 手 根 管 症 候

群 の 発 症 原 因 の 特 定 が 可 能 と な り 、 最 終 的 に は 発 症 予 防 の た め の 作 業 環

境 の 設 定 が 可 能 と な る こ と が 期 待 さ れ る こ と が 特 筆 す べ き 点 で あ る 。  

予 想 さ れ る 結 果 と し て は 今 回 の 調 査 研 究 に お い て 手 根 管 症 候 群 の 病 態

を 系 統 立 っ て 調 査 し 、 ま た そ の 発 症 原 因 に つ い て も 詳 細 に 分 析 す る こ と に よ り

１ 日 の 作 業 期 間 の 設 定 、 作 業 内 容 の 改 善 や 作 業 肢 位 の 改 善 な ど の 情 報 が

得 ら れ る こ と が 期 待 さ れ る 。 ま た 、 意 義 と し て は 、 こ れ ら に よ っ て 労 働 者 に 発 生

す る 上 肢 の 作 業 関 連 疾 患 （ 特 に 手 根 管 症 候 群 ） の 減 少 を 可 能 に す る こ と が

予 想 さ れ る こ と で あ る 。  

ち な み に 平 成 ２ ４ 、 ２ ５ 年 度 の ２ 年 間 に 全 国 の 労 災 病 院 で 登 録 さ れ た 手 根
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管 症 候 群 の 症 例 数 は 、 平 成 ２ ４ 年 度 は 総 数 ４ ４ １ 例 で あ り 、 こ れ ら の う ち 労 災

に 認 定 さ れ た 症 例 は ３ 例 、 平 成 ２ ５ 年 度 は 総 数 ４ ０ ８ 例 中 １ 例 が 労 災 に 認 定

さ れ た の み で あ っ た 。 つ ま り 、 ２ 年 間 の 手 根 管 症 候 群 患 者 の 総 数 ８ ５ ３ 例 中 ４

例 の み が 労 災 に 認 定 さ れ た と い う こ と に な る 。 労 災 病 院 内 の 手 根 管 症 候 群

症 例 の 単 純 な 労 災 認 定 率 は ０ ． ５ ％ と そ れ ほ ど 高 い も の で は な い 。 こ の 値 が 果

し て 、 こ の 程 度 の も の で あ る の か 、 あ る い は も っ と 高 率 で あ る の か も 検 討 す べ き

意 義 が あ る と 考 え る 。  

本 調 査 研 究 に よ り 手 根 管 症 候 群 を 発 症 し た 患 者 （ 今 回 は 正 中 神 経 支 配

領 域 に 一 致 し た 知 覚 障 害 と 母 指 球 筋 の 筋 萎 縮 や 筋 力 低 下 、 P h a l e n 試 験

陽 性 、 P e r f e c t “ 0 ” t e s t に 加 え て 、 ２ 点 識 別 能 検 査 や S e m m e s - We i n s t e i n 検

査 を 含 む 臨 床 所 見 、 Q u i c k  DA S H ス コ ア 、 神 経 伝 導 速 度 な ど 詳 細 な 検 査 に

よ り 明 ら か な 手 根 管 症 候 群 を 有 す る 症 例 の み と し た ） の 発 症 す る ま で の 作 業

内 容 に つ い て 詳 細 に 分 析 し 、 労 災 と 認 定 さ れ た 場 合 は ど の よ う な 状 況 で あ る

か な ど を 知 る こ と が で き た 。 こ れ に よ っ て 労 災 に よ り 発 症 す る 可 能 性 の あ る 手 根

管 症 候 群 の 予 防 あ る い は 発 症 を 低 減 さ せ る た め の 方 策 （ 作 業 環 境 や 作 業

時 間 な ど ） を 検 討 す る こ と が 可 能 と 期 待 さ れ る 。  

さ ら に 今 回 の 検 討 で は 手 根 管 症 候 群 患 者 に つ い て p r o s p e c t i v e に 術 前 と

少 な く と も 定 期 的 に 術 後 ６ か 月 、 １ 年 の ２ 回 に わ た っ て 詳 細 な 臨 床 所 見 と

Q u i c k  DA S H  s c o r e 、 神 経 伝 導 速 度 な ど の 検 査 を 行 う こ と に よ り 、 回 復 状 態 を

把 握 す る こ と が で き る こ と と 労 災 に 認 定 さ れ た 患 者 と 非 認 定 患 者 間 の 回 復 状

況 の 差 も 把 握 可 能 と 考 え る 。 更 に 同 じ 土 俵 で 患 者 を 診 る こ と が 可 能 と な る の

で 手 術 方 法 の 相 違 （ 開 放 的 手 根 管 開 放 術 ＝ o p e n  c a r p a l  t u n n e l  r e l e a s e

（ O C T R ） 、 内 視 鏡 的 手 根 管 開 放 術 ＝ e n d o s c o p i c  c a r p a l  t u n n e l  r e l e a s e

（ E C T R ） ） に よ り 回 復 の 違 い が あ る か な ど に つ い て も 症 例 数 が 大 き な 集 団 と な

れ ば 比 較 検 討 す る こ と も 可 能 と 考 え る 。 術 後 改 善 時 期 に つ い て は 自 験 例 も

他 の 報 告 と ほ ぼ 同 じ で あ り 、 概 ね 術 後 ６ か 月 を 目 途 と 考 え た （ 図 ２ １ ） 。  

 
図 ２ １  術 後 改 善 時 期 に つ い て  
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遠 位 潜 時 と 術 後 成 績 の 関 連 で は 以 下 （ 図 ２ ２ ） の よ う な 報 告 が あ る が 、 本

研 究 の 結 果 で は 遠 位 潜 時 と A D L は 相 関 し な か っ た こ と と 、 遠 位 潜 時 と ２ 点

識 別 能 （ ２ － P D ） に は 多 少 の 相 関 関 係 が 認 め ら れ た 。  

 
図 ２ ２  遠 位 潜 時 と 術 後 成 績 の 関 連  
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Ⅶ まとめ  
 残 念 な が ら 、 本 研 究 の 主 目 的 で あ る 手 根 管 症 候 群 と 作 業 関 連 に つ い て は

労 災 患 者 の 発 症 が 少 な い こ と に よ り 、 明 ら か な 相 関 を 見 出 す こ と は で き な か っ

た 。 し か し 、 手 根 管 症 候 群 の 術 後 成 績 を 前 向 き に 検 討 す る こ と に よ り 、 術 後

成 績 は 術 後 ６ か 月 後 ま で に 症 状 改 善 が 得 ら れ 、 そ れ 以 降 は そ れ ほ ど の 改 善

が 得 ら れ な い こ と 、 ま た 術 後 成 績 は 神 経 伝 達 速 度 の 重 症 、 軽 症 に よ ら ず 改

善 が 得 ら れ た こ と な ど が 分 か っ た 。 更 に 術 後 成 績 と DA S H は 強 い 相 関 を み た

こ と な ど が 新 た な 知 見 と し て 得 ら れ 、 今 後 の 手 根 管 症 候 群 の 治 療 法 や 術 後

経 過 な ど に つ い て 重 要 な 情 報 が 獲 得 で き た と 考 え ら れ た 。  

 本 研 究 の l i m i t a t i o n は 以 下 （ 図 ２ ３ ） の と お り で あ る 。  

 

 
図 ２ ３  本 研 究 の 限 界 ・ 反 省 点  

 

 こ れ ら の 結 果 を す で に 国 内 の 著 名 な 学 会 （ 日 本 手 の 外 科 学 会 ２ 回 、 日 本

職 業 災 害 医 学 会 ３ 回 等 ） や 国 際 学 会 （ A n n u a l  m e e t i n g  o f  A m e r i c a n  

S o c i e t y  f o r  S u r g e r y  o f  t h e  H a n d  ２ 回 ） で の 発 表 及 び 国 内 誌 （ 日 本 手 の 外

科 学 会 雑 誌 ２ 回 、 日 本 職 業 災 害 医 学 誌 ３ 回 、 成 人 病 と 生 活 習 慣 病 ） に 投

稿 を 行 っ て お り 、 今 後 海 外 有 名 雑 誌 （ J o u r n a l  o f  H a n d  S u r g e r y 等 ） へ の 投

稿 を 行 う 予 定 で あ る 。  
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S y n d r o m e  : A  P r o s p e c t i v e  M u l t i c e n t e r  S t u d y 」  ア メ リ カ  テ キ サ ス 州 オ ー ス テ

ィ ン  神 谷 行 宣 、 東 條 泰 明 、 三 浪 明 男 、 三 上 容 司 、 岩 崎 倫 政 、 酒 井 昭 典  
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１ １ ． 2 0 1 6 年 1 0 月 2 2 日  第 6 4 回 日 本 職 業 ・ 災 害 医 学 会 学 術 大 会  「 手

根 管 症 候 群 患 者 と 作 業 内 容 と の 関 連 に 関 す る 研 究 （ 中 間 報 告 ） 」  仙 台 市  

神 谷 行 宣 、 東 條 泰 明 、 三 浪 明 男 、 渡 辺 直 也 、 山 本 真 一 、 三 上 容 司 、 松 井

雄 一 郎 、 岩 崎 倫 政 、 加 藤 博 之  

１ ２ ． 2 0 1 6 年 1 0 月 2 3 日  第 6 4 回 日 本 職 業 ・ 災 害 医 学 会 学 術 大 会  「 勤

労 者 に お け る 上 肢 慢 性 疼 痛 の マ ネ ジ メ ン ト 」  仙 台 市  三 上 容 司 、 山 本 真 一 、

大 庭 紗 希 、 渡 邉 晋 太 、 松 本 雄 、 三 好 光 太  

１ ３ ． 2 0 1 7 年 9 月 7 日  7 2 n d  A n n u a l  M e e t i n g  o f  A m e r i c a n  S o c i e t y  f o r  

S u r g e r y  o f  t h e  H a n d  「 P o s t o p e r a t i v e  R e s u l t  o f  T h e  C a r p a l  Tu n n e l  

S y n d r o m e  : A  P r o s p e c t i v e  M u l t i c e n t e r  S t u d y,  2 n d  r e p o r t 」  ア メ リ カ  カ リ フ ォ

ル ニ ア 州 サ ン フ ラ ン シ ス コ  神 谷 行 宣 、 東 條 泰 明 、 三 浪 明 男 、 三 上 容 司 、 岩

崎 倫 政 、 酒 井 昭 典  

１ ４ ． 2 0 1 7 年 1 1 月 2 5 日  第 6 5 回 日 本 職 業 ・ 災 害 医 学 会 学 術 大 会  「 手

根 管 症 候 群 患 者 と 作 業 内 容 と の 関 連 に 関 す る 研 究 （ 第 3 報 ） 」  北 九 州 市  

神 谷 行 宣 、 東 條 泰 明 、 三 浪 明 男 、 渡 辺 直 也 、 山 本 真 一 、 三 上 容 司 、 松 井

雄 一 郎 、 岩 崎 倫 政 、 加 藤 博 之  

 

 

論 文  

１ ． 三 浪 明 男  「 北 海 道 民 の 手 を ど の よ う に し た ら う ま く 治 せ る か 」  北 海 道 整

形 災 害 外 科 学 会 雑 誌  5 6 （ 1 ） ： 3 7 、 2 0 1 4  

２ ． 三 浪 明 男  「 私 の 診 断 流 儀  手 関 節 痛 の 診 断 に お け る 私 流 の 手 順 」  整

形 外 科 S u r g i c a l  Te c h n i q u e  4 （ 5 ） ： 6 3 2 - 6 3 5 、 2 0 1 4  

３ ． 加 藤 博 之 、 内 山 茂 晴 、 林 正 徳 、 植 村 一 貴 、 小 松 雅 俊  「 【 手 根 管 症 候

群 、 ば ね 指  S p e c i a l i s t が 解 説 す る 手 術 手 技 】 手 根 管 症 候 群 の 手 術 解 説  

特 発 性 手 根 管 症 候 群 に 対 す る 鏡 視 下 手 根 管 開 放 術 （ Ｅ Ｃ Ｔ Ｒ ）  整 形 外 科

S u r g i c a l  Te c h n i q u e  4 （ 1 ） ： 4 1 4 - 4 2 0 、 2 0 1 4  

４ ． M o m o s e  T,  U c h i y a m a  S ,  K o b a y a s h i  S ,  N a k a g a w a  H ,  K a t o  H   

「 S t r u c t u a l  c h a n g e s  o f  t h e  c a r p a l  t u n n e l , m e d i a n  n e r v e  a n d  f l e x o r  t e n d o n s  

i n  M R I  b e f o r e  a n d  a f t e r  e n d o s c o p i c  c a r p a l  t u n n e l  r e l e a s e . 」  H a n d  S u r g e r y.  

1 9 （ 1 ） :  1 9 3 - 1 9 8 、 2 0 1 4  

５ ． U c h i y a m a  S ,  S e k i j i m a  Y,  To j o  K ,  S a n o  K ,  I m a e d a  T,  M o r i i z u m i  T,  I k e d a  

S ,  K a t o  H  「 E f f e c t  o f  s y n o v i a l  t r a n s t h y r e t i n  a m y l o i d  d e p o s i t i o n  o n  

p r e o p e r a t i v e  s y m p t o m s  a n d  p o s t o p e r a t i v e  r e c o v e r y  o f  m e d i a n  n e r v e  

f u n c t i o n  a m o n g  p a t i e n t s  w i t h  i d i o p a t h i c  c a r p a l  t u n n e l  s y n d r o m e . 」  J  

O r t h o p  S c i . 1 9 （ 6 ） :  9 1 3 - 9 1 9 、 2 0 1 4  

６ ． M i n a m i  A  「 Tr i a n g u l a r  F i b r o c a r t i l a g e  C o m p l e x  Te a r s 」  H a n d  S u r g e r y.  
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2 0 :  1 - 9 、 2 0 1 5  

７ ． 三 浪 明 男 、 東 條 泰 明 、 三 上 容 司  「 手 根 管 症 候 群 と 作 業 内 容 （ 種 類 や

期 間 な ど ） と の 関 連 に 関 す る 研 究 」  日 本 職 業 ・ 災 害 医 学 会 会 誌  6 3 （ 3 ） ：

1 3 8 - 1 4 1 、 2 0 1 5  

８ ． 三 上 容 司  「 手 根 管 症 候 群 」  日 本 医 師 会 雑 誌  1 4 4 （ 特 ） ： 2 4 6 - 2 4 7 、

2 0 1 5  

９ ． 加 藤 博 之  「 手 根 管 症 候 群 を 理 解 す る  i n t r o d u c t i o n 」  関 節 外 科  3 4

（ 7 ） ： 6 1 9 - 6 1 9 、 2 0 1 5  

１ ０ ． 内 山 茂 晴 、 林 正 徳 、 植 村 一 貴 、 小 松 雅 俊 、 加 藤 博 之  「 手 根 管 症 候

群 の 頻 度 と 自 然 経 過 」  関 節 外 科  3 4 （ 7 ） ： 6 2 0 - 6 2 2 、 2 0 1 5  

１ １ ． 三 浪 明 男  「 手 関 節 の 機 能 解 剖 」  今 日 の 整 形 外 科 治 療 指 針 － 第 ７

版 － （ 土 屋 弘 之 他 、 編 ） 、 東 京 ： 医 学 書 院  P 4 7 0 - 4 7 1  2 0 1 6  

１ ２ ． 三 浪 明 男  「 手 関 節 痛 の と ら え 方 ／ 診 断 手 順 」  今 日 の 整 形 外 科 治 療

指 針 － 第 ７ 版 － （ 土 屋 弘 之 他 、 編 ） 、 東 京 ： 医 学 書 院  P 4 7 1 - 4 7 3  2 0 1 6  

１ ３ ． 三 浪 明 男  「 手 根 管 症 候 群  C a r p a l  T u n n e l  S y n d r o m e  の 診 断 ・ 治 療

－ 鏡 視 下 手 根 管 開 放 術 （ E n d o s c o p i c  C a r p a l  T u n n e l  S y n d r o m e ； E C T R ） を

中 心 に － 」  手 の 外 科 － 私 の ア プ ロ ー チ － （ 三 浪 明 男 編 、 詳 述 ） 、 東 京 ： 中

外 医 学 社  P 4 7 5 - 8 3  2 0 1 6  

１ ４ ． 三 浪 明 男  「 手 根 管 症 候 群 に 対 す る 開 放 的 手 根 管 開 放 術 （ O p e n  

C a r p a l  T u n n e l  R e l e a s e ； O C T R  ） 」  手 の 外 科 － 私 の ア プ ロ ー チ － （ 三 浪 明

男 編 、 詳 述 ） 、 東 京 ： 中 外 医 学 社  P 4 8 4 - 6  2 0 1 6  

１ ５ ． 三 浪 明 男  「 手 根 管 症 候 群 に 対 す る Ｏ Ｃ Ｔ Ｒ ＋ 長 掌 筋 腱 を 用 い た 母 指

対 立 機 能 再 建 術 （ C a m i t z 法 ） 」 手 の 外 科 － 私 の ア プ ロ ー チ － （ 三 浪 明 男 編 、

詳 述 ） 、 東 京 ： 中 外 医 学 社  P 4 8 7 - 9  2 0 1 6  
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